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北海道美術館協力会一　　般
社団法人

札幌市中央区北3条西18丁目2－7 新田ビル2F　TEL･FAX 011－644－4025
https://www.artepia.or.jp

小林孝亘《Tree》
2002～03年　油彩、キャンバス　410×300cm（北海道立釧路芸術館蔵）

　小林孝亘の絵画のモティーフは、樹木、犬、テールラン
プ、器、人間像…等、非常に幅広いように見えます。しか
し、表現の核心には、常に一貫して、「光」が存在します。
そのきっかけは、ある日、通いなれた道で木漏れ日を目
にしたとき、心が静かな豊かさに満たされていくという
経験をしたことでした。
　当館が所蔵する〈Tree〉は、縦410×横300㎝の巨
大な絵画で、絵具が何層にも塗り重ねられているた
め、たいへん重い作品です。本作の前に立つと、丹念に
塗りこまれた絵具の層の内側からこちら側に向かっ
て、柔らかな光がにじみ出てくるように感じます。絵画

が発する光のなかに包み込まれるような、独特な鑑賞
体験が生まれます。作者は、かつて自分の心を静かに
満たした木漏れ日の「豊かさ」を、「光」の表現として絵
画化しているのではないでしょうか。
　小林孝亘は、1960（昭和35）年、東京都生まれ。愛知
県立芸術大学で油彩を学び、1996（平成8）年、VOCA
展奨励賞受賞。文化庁芸術家在外研修員（タイ、バンコ
ク）。東京とバンコクを行き来しながら制作（’99～
2012）下敷きを経て、2013（平成25）年から逗子を拠
点に制作を続けています。

井内佳津恵（北海道立釧路芸術館　学芸主幹）

会 報
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北
斎
展

　
葛
飾
北
斎（
1
7
6
0〔
宝
暦
10
〕〜
1
8
4
9

〔
嘉
永
2
〕
年
）は
、
歌
川
広
重
、
喜
多
川
歌
麿
、
東

洲
斎
写
楽
ら
と
並
び
、
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し

た
浮
世
絵
の
巨
匠
で
す
。
日
本
人
な
ら
ば
誰
も
が

必
ず
や
目
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
〝
赤
冨
士
〞、〝
波

冨
士
〞を
は
じ
め
、
そ
の
芸
術
は
現
代
に
お
い
て
も

圧
倒
的
な
評
価
と
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
70
年
余
り
の
長
い
作
画
期
間
の
な
か
で
、
北
斎
が

手
が
け
た
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
初
期
に

は
役
者
絵
や
美
人
画
を
手
が
け
て
早
く
も
才
能
を

発
揮
し
ま
す
が
、一
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

遠
近
法
を
取
り
入
れ
た
浮
絵
や
名
所
絵
、
幽
霊
画

と
、
浮
世
絵
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
題
材
に
挑
み
、
膨

大
な
数
に
及
ぶ
名
作
を
世
に
送
り
出
し
た
の
で

す
。

　
千
変
万
化
の
作
風
は
、
流
派
や
伝
統
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
独
自
の
表
現
を
模
索
し
続
け
た

飽
く
な
き
探
究
心
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
巧
み
で
自
在
な
線
描
と
、
彫
版
や
摺
り
上

げ
の
効
果
も
熟
慮
し
た
象
徴
的
な
色
使
い
と
と
も

に
、
大
胆
な
構
図
に
仕
上
げ
た
作
品
は
、
唯
一無
二

の
魅
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
本
展
で
は
こ
う
し
た
北
斎
の
画
業
、
各
時
代
の
代
表
作
が

展
覧
さ
れ
ま
す
。
二
十
歳
の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な
っ
た
役
者
絵

〈
岩
井
半
四
郎
の
か
し
く
〉（
図
版
３
）に
は
じ
ま
り
、
歌
舞

伎
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
十
一段
を
絵
画
化
し
た〈
新
板
浮

絵
忠
臣
蔵
〉や
、
広
重
に
先
行
し
て
手
が
け
た〈
東
海
道
五

十
三
次
〉な
ど
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
が
並
び
ま
す
。

北海道立旭川美術館　藤原乃里子

2022年9月17日（土）
～11月27日（日）

世界が絶賛した
浮世絵師

―師とその弟子たち―

３　葛飾北斎
　  〈岩井半四郎のかしく〉

１　葛飾北斎〈冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏〉
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ま
た
40
歳
代
の
こ
ろ
、
舶
来
の

銅
版
画
に
想
を
得
た
西
洋
画
風

の
風
景
画
（
図
版
４
）
と
、
70
歳

代
に
入
り
冨
士
山
の
す
が
た
を

さ
ま
ざ
ま
に
と
ら
え
た〈
冨
嶽
三

十
六
景
〉の
連
作
（
図
版
１
、２
）

か
ら
は
、
風
景
表
現
の
深
化
を
み

て
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
妖
怪
絵
で
は〈
百
物
語
〉の
う
ち
今
日
、
現
存
が
確
認

さ
れ
て
い
る
全
5
点
が
展
覧
さ
れ
ま
す
。〈
こ
は
だ
小
平

二
〉（
図
版
５
）は
、
解
剖
学
と
骨
法
に
の
っ
と
っ
た
正
確
な

骸
骨
描
写
と
と
も
に
、
蚊
帳
に
み
ら
れ
る
繊
細
な
ぼ
か
し

の
表
現
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
自
ら
の
名
を
冠
し
た
絵
手
本
『
北
斎
漫
画
』
や
文
字

絵
な
ど
に
加
え
、
40
歳
代
か
ら
50
歳
代
と
晩
年
に
多
く

手
が
け
た
貴
重

な
肉
筆
画
（
図

版
６
）
か
ら
は
、

画
家
の
筆
先
よ

り
生
み
出
さ
れ

る
生
き
生
き
と

し
た
線
の
妙
味

を
ご
堪
能
い
た

だ
け
ま
す
。
あ

わ
せ
て
葛
飾
北

明
ら
北
斎
に
師

事
し
た
弟
子
た

ち（
図
版
７
）や
、フ
ラ
ン
ス
の
画
家
ア
ン
リ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー

ル
が
北
斎
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
手
が
け
た
連
作
（
図
版

８
）
も
展
覧
。
お
よ
そ
1
9
0
点
と
い
う
充
実
し
た
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
の
出
品
内
容
を
通
し
て
、
北
斎
芸
術
の
全
貌
に

迫
り
ま
す
。

　
な
お
本
展
は
、
旭
川
美
術
振
興
会
を
母
体
と
す
る
旭

川
市
民
実
行
委
員
会
と
当
館
と
の
共
催
に
よ
っ
て
、
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
秋
は
、
ぜ
ひ
旭
川
美
術
館
へ
お
越
し
の

上
、
北
斎
芸
術
の
世
界
を
た
っ
ぷ
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

7　葛飾北明〈手紙を読む美人図〉
（肉筆画）

２　葛飾北斎〈冨嶽三十六景　凱風快晴〉

５　葛飾北斎〈百物語　こはだ小平二〉

６　葛飾北斎〈自画像〉（肉筆画）

４　葛飾北斎〈くだんう志がふち〉

8　アンリ・リヴィエール
　 〈エッフェル塔三十六景　建造中のエッフェル塔、トロカデロからの眺め〉



　本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術
館
は
、
本
館
と
記
念
館
と
い
う
二
棟

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
レ
ン
ガ
の
外
壁
や
二
階
部
分
が
大
き
く
張
り

出
し
た
造
り
が
特
徴
的
な
記
念
館
の
建
物
は
、
本
郷
新（
1
9
0
5
│

1
9
8
0
）が
生
前
に
、
ア
ト
リ
エ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
兼
ね
た
邸
宅
と

し
て
、
北
海
道
を
代
表
す
る
建
築
家
上
遠
野
徹（
1
9
2
4
│

2
0
0
9
）に
設
計
を
依
頼
し
た
も
の
で
す
。

　1
9
7
7
年
11
月
に
完
成
し
て
ほ
ど
な
く
、
本
郷
は
次
の
よ
う
に

書
き
残
し
て
い
ま
す
。「
い
つ
の
間
に
か
彫
塑
を
業
と
し
て
半
世
紀
を

は
る
か
に
越
し
て
し
ま
っ
た
今
日
で
は
あ
る
が
、
数
多
く
の
駄
作
を

抱
え
て
東
京
か
ら
帰
る
と
す
れ
ば
、
地
上
の
姿
は
如
何
に
変
ろ
う
と

も
、
草
や
花
や
鳥
や
虫
た
ち
が
地
下
に
眠
る
ふ
る
さ
と
の
山
ふ
と
こ

ろ
に
し
か
私
の
生
を
求
め
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
考
え
、
今
年
こ
こ
に

夢
の
ア
ト
リ
エ
を
建
て
た
。」（
北
海
道
新
聞
、
1
9
7
8
年
1
月
10

日
）。
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
自
ら
の
創
作
の
な
か
に
深
く
根
付
く
故

郷
に
対
す
る
思
い
を
強
く
し
て
い
っ
た
本
郷
が
、
北
海
道
で
の
拠
点

を
、
小
樽
の
春
香
山
か
ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
に
ほ
ど
近
い
札
幌

の
宮
の
森
の
地
に
移
す
た
め
の
も
の
で
し
た
。
設
計
に
あ
た
っ
た

上
遠
野
は
、「
自
然
の
環
境
を
生
か
し
、
四
季
の
変
化
の
す
ば
ら
し
い

北
ぐ
に
の
条
件
を

存
分
に
取
入
れ
た

ア
ト
リ
エ
を
求
め

ら
れ
た
。」「
先
生

御
夫
婦
の
細
部
に

渡
る
検
討
と
注
文

が
、
東
京
、
札
幌

と
再
三
の
往
復
で

出
来
上
が
っ
た
。」

と
、
当
時
を
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。

　本
展
は
、
こ
の

宮
の
森
の
ア
ト
リ
エ

を
軸
に
、
上
遠
野
徹
と
本
郷
新
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
見
て
い
く
も
の

で
す
。
上
遠
野
は
、
北
海
道
内
の
数
多
く
の
住
宅
建
築
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。
そ
の
写
真
や
図
面
、
模
型
等
か
ら
、
そ
こ
に
息
づ
く
北
の

風
土
に
根
ざ
し
た
清
廉
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
本

郷
新
の
ア
ト
リ
エ
が
つ
く
ら
れ
る
過
程
で
描
か
れ
た
図
面
や
イ
メ
ー

ジ
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
通
し
て
、
こ
の
建
物
に
込
め
ら
れ
た
両
者
の
思

い
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
郷
新
が
短
い
な
が
ら

も
こ
こ
で
過
ご
し
た
日
々
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
病
に
伏
し
て
入
退

院
を
繰
り
返
し
て
い
た
一
年
間
に
残
し
た
彫
刻
、
素
描
、
草
稿
な
ど

を
展
示
し
、
最
後
ま
で
創
作
に
向
き
合
い
続
け
た
姿
や
、
志
半
ば
で

途
絶
え
て
し
ま
っ
た
い
く
つ
か
の
構
想
を
紹
介
し
ま
す
。
会
期
中
に

は
、
記
念
館
を
普
段
は
公
開
し
て
い
な
い
場
所
を
含
め
て
建
築
家
の

解
説
と
と
も
に
巡
る
ツ
ア
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

2022年9月10日（土）～12月11日（日）2022年9月10日（土）～12月11日（日）

建築家上遠野徹と
本郷新の宮の森のアトリエ

本郷新が１９７７年に建てたアトリエ兼ギャラリーをもとにした
本郷新記念札幌彫刻美術館記念館（設計：上遠野徹）

上遠野徹による本郷新のアトリエの各部屋イメージスケッチ　１９７７年2月頃

本郷新記念札幌彫刻美術館 館長　吉崎　元章

ほ
ん
ご
う
し
ん

か

と

の

て
つ

4



10/8(土)～12/4(日) 
蝶を追いかけて

10/8(土)～12/4(日) 
#みまのめ(VOL.8)

美術館のおもな展覧会ご案内
 10 11 12 1 2 3

近
代
美
術
館

旭
川
美
術
館

函
館
美
術
館

帯
広
美
術
館

釧
路
芸
術
館

本
郷
新
記
念

札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森

美

　術

　館

三
岸
好
太
郎

美

　術

　館

12/17(土)～2023/4/9(日)
アートに耳をかたむけて　絵画と彫刻から聞こえる「音」

12/17(土)～2023/4/9(日)
追悼　彫刻家・中江紀洋

12/17(土)～2023/4/9(日)
デコボコンポジション

スポット展示　《立てる道化》が絵本になった！

9/3(土)～10/30(日)
北海道新聞創刊80周年

聖徳太子1400年御遠忌記念
国宝・法隆寺展

9/3(土)～11/7(月)

9/17(土)～11/27(日)
開館40周年記念

世界が絶賛した浮世絵師　北斎展
―師とその弟子たちー

9/17(土)～11/27(日)
開館40周年記念

こころ育む学び舎 ー北海道教育大学旭川校ー

12/17(土）～2023/3/12(日)
開館40周年記念

モダンの芸術　100年前のヨーロッパ、日本、旭川

12/17(土）～2023/3/12(日)
開館40周年記念　旭川現代アート事始め

11/19（土）～2023/1/15(日）
野田弘志　真理のリアリズム

2023/1/28(土)～3/12(日) 　
札幌美術展  昨日の名残  明日の気配

11/19(土）～2023/1/15（日）
札幌芸術の森美術館コレクション選①

2023/1/28(土)～3/12(日）
札幌芸術の森美術館コレクション選②

12/24(土)～2023/3/5(日) 
来し方行く末　道南美術のクロニクル

3/11(土）～22(水）
(貸館)
はこだて

トリエンナーレ
2023

11/9(水）～23(水・祝)
毛綱毅曠ミニ展示2022
「北国の憂鬱」の世界

12/24(土)～2023/3/31(金)
新収蔵品展

12/24(土)～2023/3/31(金) 
鷗亭と牧水

TEL 011-644-6882 道近美

TEL 011-644-8901 mima 三岸美術館

TEL 0166-25-2577 旭川美術館

TEL 0138-56-6311 函館美術館

TEL 0155-22-6963 帯広美術館

TEL 0154-23-2381 釧路芸術館

TEL 011-591-0090 芸術の森美術館

は特別展示室 は常設展示室　濃色はアートギャラリー北海道

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

検索

6/11(土)～2023/4/16(日)　コレクション展　2022/2023〈記念館〉

2023/2/11(土)～4/2(日) 
サンリオ展

ニッポンのカワイイ文化60年史

9/17(土)～12/4(日)
銀の匙  Silver Spoon展 

9/17(土)～12/4(日)
そら

12/17(土)～2023/3/12(日)
アニマル・キングダム

12/17(土)～2023/3/12(日)
北網圏北見文化センター　コレクション選
香川軍男・景川弘道と北見の美術

10/8(土)～12/4(日)
詩文書の魅力　金子鷗亭と中野北溟

10/8(土)～12/4(日)
江戸の役者絵

10/8(土)～12/4(日)
東洋工芸コレクション　鷗亭のまなざし

11/22(火）～2023/1/22(日）
（1・2階）砂澤ビッキ展

2023/2/11(土)～4/9(日)

9/10(土)～12/11(日) 　
建築家上遠野徹と本郷新の宮の森のアトリエ

2022.10～2023.3
MUSEUM CALENDAR

○開館時間 9：30～ 17：00　（入館は16：30まで）
 ※芸術の森9：45～ 17：00（6月から 8月は 17：30まで）　※札幌彫刻美術館10：00～17：00（入館は16：30まで）
○休 館 日 ●毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日のときは開館、翌火曜日休館）●年末年始（12/29 ～ 1/3）●展示替え期間（展覧会と展覧会の間）
 ※芸術の森　5月～ 10月無休（展示替期間は休館）
 ※施設により臨時休館、臨時開館の場合もありますので、各施設のホームページでご確認いただくか施設にご確認願います。

※会員証の利用について　貸館の観覧は会員証が利用できない場合がありますので、ご了承願います。
※［アートギャラリー北海道］は、道内の美術館がネットワークでつながり、双方向でアートを紹介・発信することにより、北海道全体がアートの舞台となる
ことを目指す取組みです。

9/17(土)～11/23(水・祝) 

祈りの造形 地域の記憶  厚岸・国泰寺の200年
※10月18日以降、一部の作品を展示替えします

12/24(土)～2023/4/16(日)  
New Eyes　視線のはなし

TEL 011-642-5709 本郷新彫刻美術館

（１階）『北の美のこころ』
　　  を携えて
（２階）現代ガラスの美

（1階）シャガール・イン・プリント
　　  この１点をみてほしい。
　　   伊藤隆介《こんなことは無かった》
（2階）戦時下の北海道美術
　　  ―画家たちは戦地で何を見たのか―

かたち

9/23(金・祝)～
10/10(月・祝)
北海道の建築展
2022

受け継がれて
進む地域性を
見つめて

10/22(土)～11/6(日）
北海道陶芸展50周年・
北海道シニア陶芸展
40周年記念事業
北海道陶芸の変遷
vol.2・現代陶芸の今

か      と     の   てつ

5
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は
、道
産
子
第
一
世
代
の
画
家
が
頭
角
を
あ
ら
わ

し
て
き
た
時
代
で
し
た
。絵
画
、工
芸
、デ
ザ
イ
ン

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
や
国
を
超
え
て
ア
ー
ト
が
花
開

き
、後
世
の
芸
術
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

1
0
0
年
前
の
ヨ
ー
ロッ
パ
、日
本
、旭
川
の
芸
術

を
回
顧
し
ま
す
。

MUSEUM INFORMATIONMUSEUM INFORMATION

近
代
美
術
館

「ビッキ文様」の作品群、個人蔵

m
i
m
a
三
岸
好
太
郎
美
術
館
　

釧
路
芸
術
館

帯
広
美
術
館

三岸好太郎《海洋を渡る蝶》
（筆彩素描集『蝶と貝殻』より）1934年、当館蔵

蝶
を
追
い
か
け
て

10
月
8
日（
土
）〜
12
月
4
日（
日
）

　
鋭
敏
な
感
性
で
次
々
と
詩
情
に
満
ち
た
作
品

を
生
み
出
し
つ
づ
け
、大
正
末
か
ら
昭
和
初
期

の
美
術
界
で
ひ
と
き
わ
輝
い
た
画
家
・
三
岸
好

太
郎（
1
9
0
3
〜
1
9
3
4
）。31
歳
と
い
う

夭
折
の
生
涯
の
な
か
、最
晩
年
に
集
中
し
て
描

い
た
の
が
、〈
蝶
〉と〈
貝
殻
〉を
モ
チ
ー
フ
と
す

る
幻
想
的
な
作
品
群
で
し
た
。

　
花
と
戯
れ
、貝
と
遊
び
、雲
上
に
は
ば
た
き
、

海
を
渡
る
…
。さ
ら
に
は
ピ
ン
を
は
ね
の
け
自

由
へ
と
飛
び
立
つ
。そ
ん
な
蝶
の
き
ら
め
く
姿

に
、画
家
は
何
を
探
し
求
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

本
展
で
は
、三
岸
が
た
ど
り
つ
い
た
夢
想
・
幻

惑
の
世
界
と
、そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
変
転
の

軌
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

　
ま
た
、北
海
道
ゆ
か
り
の
若
い
美
術
家
を

紹
介
す
る

シ
リ
ー
ズ

企
画「
＃

み
ま
の
め

〈
V
O
L
．

8
〉」を
同

時
開
催
し

ま
す
。

砂
澤
ビ
ッ
キ
展

11
月
22
日（
火
）〜
2
0
2
3
年
1
月
22
日（
日
） 

　
砂
澤
ビ
ッ
キ（
1
9
3
1
〜
1
9
8
9
）は
旭
川

に
生
ま
れ
、阿
寒
、鎌
倉
、札
幌
と
拠
点
を
移
し
な

が
ら
、独
学
で
彫
刻
や
絵
画
に
自
己
表
現
の
道
を

見
出
し
た
異
色
の
美
術
家
で
す
。1
9
7
8
年
音

威
子
府
に
移
住
し
巨
木
に
よ
っ
て
制
作
の
幅
を
広

げ
、83
年
に
は
カ
ナ
ダ
に
3
ヶ
月
滞
在
し
て
、表
現

を
深
化
さ
せ
ま
す
。86
年
の
野
外
彫
刻〈
四
つ
の

風
〉を
は
じ
め
と
す
る
記
念
碑
的
な
大
作
を
展
開

す
る
も
89
年
、57
歳
で
急
逝
。蠢
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

は
ら
む
ビ
ッ
キ
な
ら
で
は
の
膨
大
な
作
品
群
は
、今

な
お
異
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　
触
覚
的
な
初
期
抽
象
彫
刻
、独
自
の
文
様
に
よ

る
木
彫
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や《
樹
箱
》、全
面
に
文
様

を
彫
り
込
ん
だ
エ
ビ
、カ
ニ
、蝶
、鳥
、魚
。巨
塊
の

木
彫
。愛
情
と
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
生
活
用
具
。精
緻

な
構
造
を
も
つ《
午
前
三
時
の
玩
具
》。ア
ン
フ
ォ
ル

メ
ル
風
絵
画
や
大
量
の
裸
婦
デ
ッ
サ
ン
、長
尺
の
巻

紙
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、構
想
ス
ケ
ッ
チ
の
数
々
。

　
本
展
で
は
、未
発
表
作
を
含
む
木
彫
作
品
と

と
も
に
、絵
画
、資
料
約
2
7
0
点
を
一
堂
に
展
覧
。

「
迷
宮
」の

よ
う
な
多

彩
な
表
現

の
関
係
性

を
、フ
ォ
ル

ム
の
生
成
・

変
容
・
解

体
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と

し
て
探
り

ま
す
。

北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー

　コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選

香
川
軍
男
・
景
川
弘
道
と
北
見
の
美
術

12
月
17
日（
土
）〜
2
0
2
3
年
３
月
12
日（
日
）

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
の
中
核
都
市
、北
見
市
。

美
術
に
お
い
て
も
大
正
期
か
ら
現
在
に

い
た
る
ま
で
、多
士
済
々
な
芸
術
家
た

ち
が
個
性
豊
か
な
作
品
を
制
作
し
て
き

ま
し
た
。本
展
は
中
で
も
二
人
の
版
画

家
を
中
心
に
、北
見
の
美
術
を
紹
介
す

る
も
の
で
す
。

　
香
川
軍
男（
1
9
1
5
〜
2
0
0
2
）

は
じ
ゃ
が
い
も
を
版
と
し
て
使
い
、北
の
魚

や
作
物
、開
拓
当
初
の
建
物
や
機
関
車

な
ど
を
彫
り
ま
し
た
。彼
の
い
も
版
は
素

朴
で
親
し
み
や
す
く
、懐
か
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
す
。景
川
弘
道（
1
9
1
4
〜

2
0
0
8
）は
木
版
に
よ
り
、国
内
外
の
風
景
を

叙
情
的
に
表
現
し
た
ほ
か
、人
物
、特
に
子
供
の

日
常
を
味
わ
い
深
く
作
品
に
し
ま
し
た
。

　
本
展
は「
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
海
道
」の一
環

と
し
て
、北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー
よ
り
所
蔵

作
品
を
お
借
り
し
て
展
示
す
る
も
の
で
す
。

祈
り
の
造
形

　地
域
の
記
憶

厚
岸
・
国
泰
寺
の
2
0
0
年

9
月
17
日（
土
）〜
11
月
23
日（
水
･
祝
）

＊
10
月
18
日
よ
り
一
部
展
示
替
え
を
し
ま
す
。

　「
蝦
夷
三
官
寺
」を
ご
存
じ
で
す
か
。

南
下
政
策
を
進
め
る
ロ
シ
ア
の
動
向
を

注
視
す
る
た
め
に
江
戸
幕
府
が
文
化
元

（
1
8
0
4
）年
に
建
立
し
た
三
つ
の
寺

院
の
こ
と
で
、そ
の
う
ち
の一つ
が
、厚
岸

町
の
国
泰
寺
で
す
。本
展
で
は
、江
戸
時

代
末
期
か
ら
国
泰
寺
に
伝
来
す
る
初
代

住
職
の
肖
像（
頂
相
）や〈
仏
涅
槃
図
〉

の
ほ
か
、住
職
ら
が
厚
岸
を
目
指
し
て
歩

ん
だ
果
て
し
な
い
道
の
り
を
感
じ
ら
れ
る

地
図
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る『
日
鑑
記
』や
、蠣
崎
波

響
の〈
夷
酋
列
像
〉の
一
点
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

〈
御
味
方
蝦
夷
之
図
　
イ
コ
ト
イ
〉（
函
館
市
中
央

図
書
館
蔵
、10
月
16
日
ま
で
展
示
）も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。国
泰
寺
の
2
0
0
年
に
及
ぶ
歩
み
を
、ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

景川弘道《腹這いになり絵を描く子ども》
制作年不詳、北網圏北見文化センター蔵

半谷学《さしがさばな　枯れた傘に再び花が生ずる　花降り》
2019年、撮影：山岸靖司

旭
川
美
術
館

函
館
美
術
館

本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森
美
術
館

札
幌
美
術
展

　昨
日
の
名
残 

明
日
の
気
配

2
0
2
3
年
1
月
28
日（
土
）〜
3
月
12
日（
日
）

 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
験
し
、
私
た
ち
は
新
た
な

「
日
常
」
を
取
り
入
れ
て
は
い
く
つ
か
を
元
に
戻

し
な
が
ら
、
日
々
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
変
化
の
た

だ
な
か
で
私
た
ち
は
今
ど
こ
に
い
て
、
ど
こ
へ
向

か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
―
―
本
展
で
は
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
あ
ら
た
め
て
問
題
が
露
わ
と

な
っ
た
自
然
と
人
と
の
関
係
、
そ
し
て
人
と
人
と

の
結
び
つ
き
を
テ
ー
マ
に
、
過
去
と
未
来
の
狭
間

で
お
ぼ
ろ
げ
な
輪
郭
を
も
つ
私
た
ち
の
現
在
地
を

探
り
ま
す
。
8
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、
か

つ
て
あ
っ
た
「
昨
日
の
名
残
」
と
、
こ
れ
か
ら
を

予
感
さ
せ
る
「
明
日
の
気
配
」
を
鋭
敏
に
感
じ
取

り
表
現
す
る
作
品
に
は
、
今
を
と
ら
え
明
日
に
向

か
う
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
出
品
作
家
】
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）
上
村
洋

一
、
北
川
陽
稔
、
熊
谷
文
秀
、
佐
竹
真
紀
、
進
藤

冬
華
、
中
島
洋
、
半
谷
学
、
渡
辺
行
夫

N
ew
 E
yes

　視
線
の
は
な
し

12
月
24
日（
土
）〜
2
0
2
3
年
4
月
16
日（
日
）

　「N
ew
 E
yes

（
ニ
ュ
ー
･
ア
イ
ズ
）」は
当
館
の

シ
リ
ー
ズ
展
で
す
。今
日
的
な
テ
ー
マ
を
ひ
と
つ
決
め
、

そ
れ
に
即
し
つ
つ
独
特
な
思
考
と
際
立
つ
表
現
の
美

術
家
を
数
名
ほ
ど
選
出
し
、こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の

で
す
。5
年
ぶ
り
4
回
目
と
な
る
今
回
は「
視
線
」

を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。触
れ
、重
な
り
、逸
ら
し
逸

ら
さ
れ
、他
者
へ
自
己
へ
と
複
雑
に
交
錯
す
る「
視

線
」。画
中
の
人
物
た
ち
が
交
わ
す
視
線
か
ら
は
ド

ラ
マ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。一
個
の
彫
像
が
発
す
る
視

線
か
ら
は
言
葉
さ
え
も
漏
れ
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

す
。
世
界
的
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
て
疎
遠
と

な
っ
た
、視
線
の
届
く
範
囲
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

モ
ダ
ン
の
芸
術

1
0
0
年
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、日
本
、旭
川

 

12
月
17
日（
土
）〜
2
0
2
3
年
3
月
12
日（
日
）

　
今
か
ら
1
0
0
年
前
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

第
一
次
と
第
二
次
世
界
大
戦
―
二
つ
の
戦
争
の

間
の
時
期
、パ
リ
は
芸
術
の
都
と
し
て
人
々
を

惹
き
つ
け
、多
く
の
外
国
人
芸
術
家
が
暮
ら
し
、

モ
ン
マ
ル
ト
ル
や
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
集
っ
た
彼
ら
を
、

批
評
家
は「
エ
コ
ー
ル・ド・パ
リ（
パ
リ
派
）」と
呼

び
ま
し
た
。こ
の
時
期
、日
本
か
ら
も
多
く
の
画

家
が
渡
仏
し
て
い
ま
す
。日
本
で
は
大
正
か
ら

昭
和
初
期
に
あ
た
り
、洋
画
家
た
ち
は
フ
ラ
ン

ス
美
術
の
影
響
を
大
き
く
受
け
な
が
ら
、日
本

独
自
の
洋
画
を
模
索
し
、北
海
道
―
旭
川
で

詩
文
書
の
魅
力

　金
子
鷗
亭
と
中
野
北
溟

10
月
8
日（
土
）〜
12
月
4
日 

（
日
）

　
松
前
町
出
身
の
金
子
鷗
亭（
1
9
0
6
〜

2
0
0
1
）は
、現
代
書
の
父
と
称
さ
れ
る
比
田

井
天
来
の
も
と
で
古
典
の
書
を
学
び
、新
し
い
書

の
あ
り
方
を
追
究
し
ま
し
た
。近
現
代
文
学

を
題
材
に
漢
字
と
仮
名
を
調
和
さ
せ
た

「
近
代
詩
文
書
」を
提
唱
し
、戦
後
は
毎
日

書
道
展
に
新
部
門
と
し
て
設
立
す
る
な
ど
、

現
代
書
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
書
家
で
す
。

　
一
方
、
羽
幌
町
出
身
の
中
野
北
溟

（
1
9
2
3
〜
）は
、25
歳
の
頃
に
、東
京
で

活
躍
し
て
い
た
鷗
亭
に「
北
溟
」の
号
を
受

け
、そ
の
思
想
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、北
の

風
土
に
根
ざ
し
た
独
自
の
書
を
制
作
し
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、当
館
所
蔵
の
鷗
亭
作
品
と「
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
海
道
」の
連
携
館
の
羽
幌
町
中

央
公
民
館（
書
の
北
溟
記
念
室
）や
作
家
が
所
蔵

す
る
北
溟
作
品
あ
わ
せ
て
約
60
点
を
展
示
し
ま

す
。日
本
を
代
表
す
る
書
家
二
人
の
個
性
が
際

立
つ
作
品
に
よ
っ
て
、詩
文
書
の
魅
力
を
見
つ
め

直
し
ま
す
。

中野北溟《海　原子修詩》2005年、
羽幌町中央公民館（書の北溟記念室）蔵

マリー・ローランサン《婦人像》
1920年、北海道立近代美術館蔵

野澤桐子《Who is the joker ?》
2002年、油彩、キャンバス

ン
。本
展
は
、そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
改
め
て
考

え
る
契
機
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。出
品
は
、画
家

の
国
松
紗
智
子
、小
林
知
世
、野
澤
桐
子
、彫
刻

家
の
岩
永
啓
司
、佐
藤
一
明
で
す
。

《文翁和尚坐像》1808年、国泰寺蔵

う
ご
め

か
た
ち
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は
、道
産
子
第
一
世
代
の
画
家
が
頭
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を
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わ

し
て
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た
時
代
で
し
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。絵
画
、工
芸
、デ
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ン

な
ど
ジ
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ル
や
国
を
超
え
て
ア
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が
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、後
世
の
芸
術
に
多
大
な
影
響
を
与
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1
0
0
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前
の
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の
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を
回
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し
ま
す
。
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m
i
m
a
三
岸
好
太
郎
美
術
館
　

釧
路
芸
術
館

帯
広
美
術
館

三岸好太郎《海洋を渡る蝶》
（筆彩素描集『蝶と貝殻』より）1934年、当館蔵

蝶
を
追
い
か
け
て

10
月
8
日（
土
）〜
12
月
4
日（
日
）

　
鋭
敏
な
感
性
で
次
々
と
詩
情
に
満
ち
た
作
品

を
生
み
出
し
つ
づ
け
、大
正
末
か
ら
昭
和
初
期

の
美
術
界
で
ひ
と
き
わ
輝
い
た
画
家
・
三
岸
好

太
郎（
1
9
0
3
〜
1
9
3
4
）。31
歳
と
い
う

夭
折
の
生
涯
の
な
か
、最
晩
年
に
集
中
し
て
描

い
た
の
が
、〈
蝶
〉と〈
貝
殻
〉を
モ
チ
ー
フ
と
す

る
幻
想
的
な
作
品
群
で
し
た
。

　
花
と
戯
れ
、貝
と
遊
び
、雲
上
に
は
ば
た
き
、

海
を
渡
る
…
。さ
ら
に
は
ピ
ン
を
は
ね
の
け
自

由
へ
と
飛
び
立
つ
。そ
ん
な
蝶
の
き
ら
め
く
姿

に
、画
家
は
何
を
探
し
求
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

本
展
で
は
、三
岸
が
た
ど
り
つ
い
た
夢
想
・
幻

惑
の
世
界
と
、そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
変
転
の

軌
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

　
ま
た
、北
海
道
ゆ
か
り
の
若
い
美
術
家
を

紹
介
す
る

シ
リ
ー
ズ

企
画「
＃

み
ま
の
め

〈
V
O
L
．

8
〉」を
同

時
開
催
し

ま
す
。

砂
澤
ビ
ッ
キ
展

11
月
22
日（
火
）〜
2
0
2
3
年
1
月
22
日（
日
） 

　
砂
澤
ビ
ッ
キ（
1
9
3
1
〜
1
9
8
9
）は
旭
川

に
生
ま
れ
、阿
寒
、鎌
倉
、札
幌
と
拠
点
を
移
し
な

が
ら
、独
学
で
彫
刻
や
絵
画
に
自
己
表
現
の
道
を

見
出
し
た
異
色
の
美
術
家
で
す
。1
9
7
8
年
音

威
子
府
に
移
住
し
巨
木
に
よ
っ
て
制
作
の
幅
を
広

げ
、83
年
に
は
カ
ナ
ダ
に
3
ヶ
月
滞
在
し
て
、表
現

を
深
化
さ
せ
ま
す
。86
年
の
野
外
彫
刻〈
四
つ
の

風
〉を
は
じ
め
と
す
る
記
念
碑
的
な
大
作
を
展
開

す
る
も
89
年
、57
歳
で
急
逝
。蠢
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

は
ら
む
ビ
ッ
キ
な
ら
で
は
の
膨
大
な
作
品
群
は
、今

な
お
異
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　
触
覚
的
な
初
期
抽
象
彫
刻
、独
自
の
文
様
に
よ

る
木
彫
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や《
樹
箱
》、全
面
に
文
様

を
彫
り
込
ん
だ
エ
ビ
、カ
ニ
、蝶
、鳥
、魚
。巨
塊
の

木
彫
。愛
情
と
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
生
活
用
具
。精
緻

な
構
造
を
も
つ《
午
前
三
時
の
玩
具
》。ア
ン
フ
ォ
ル

メ
ル
風
絵
画
や
大
量
の
裸
婦
デ
ッ
サ
ン
、長
尺
の
巻

紙
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、構
想
ス
ケ
ッ
チ
の
数
々
。

　
本
展
で
は
、未
発
表
作
を
含
む
木
彫
作
品
と

と
も
に
、絵
画
、資
料
約
2
7
0
点
を
一
堂
に
展
覧
。

「
迷
宮
」の

よ
う
な
多

彩
な
表
現

の
関
係
性

を
、フ
ォ
ル

ム
の
生
成
・

変
容
・
解

体
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と

し
て
探
り

ま
す
。

北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー

　コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選

香
川
軍
男
・
景
川
弘
道
と
北
見
の
美
術

12
月
17
日（
土
）〜
2
0
2
3
年
３
月
12
日（
日
）

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
の
中
核
都
市
、北
見
市
。

美
術
に
お
い
て
も
大
正
期
か
ら
現
在
に

い
た
る
ま
で
、多
士
済
々
な
芸
術
家
た

ち
が
個
性
豊
か
な
作
品
を
制
作
し
て
き

ま
し
た
。本
展
は
中
で
も
二
人
の
版
画

家
を
中
心
に
、北
見
の
美
術
を
紹
介
す

る
も
の
で
す
。

　
香
川
軍
男（
1
9
1
5
〜
2
0
0
2
）

は
じ
ゃ
が
い
も
を
版
と
し
て
使
い
、北
の
魚

や
作
物
、開
拓
当
初
の
建
物
や
機
関
車

な
ど
を
彫
り
ま
し
た
。彼
の
い
も
版
は
素

朴
で
親
し
み
や
す
く
、懐
か
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
す
。景
川
弘
道（
1
9
1
4
〜

2
0
0
8
）は
木
版
に
よ
り
、国
内
外
の
風
景
を

叙
情
的
に
表
現
し
た
ほ
か
、人
物
、特
に
子
供
の

日
常
を
味
わ
い
深
く
作
品
に
し
ま
し
た
。

　
本
展
は「
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
海
道
」の一
環

と
し
て
、北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー
よ
り
所
蔵

作
品
を
お
借
り
し
て
展
示
す
る
も
の
で
す
。

祈
り
の
造
形

　地
域
の
記
憶

厚
岸
・
国
泰
寺
の
2
0
0
年

9
月
17
日（
土
）〜
11
月
23
日（
水
･
祝
）

＊
10
月
18
日
よ
り
一
部
展
示
替
え
を
し
ま
す
。

　「
蝦
夷
三
官
寺
」を
ご
存
じ
で
す
か
。

南
下
政
策
を
進
め
る
ロ
シ
ア
の
動
向
を

注
視
す
る
た
め
に
江
戸
幕
府
が
文
化
元

（
1
8
0
4
）年
に
建
立
し
た
三
つ
の
寺

院
の
こ
と
で
、そ
の
う
ち
の一つ
が
、厚
岸

町
の
国
泰
寺
で
す
。本
展
で
は
、江
戸
時

代
末
期
か
ら
国
泰
寺
に
伝
来
す
る
初
代

住
職
の
肖
像（
頂
相
）や〈
仏
涅
槃
図
〉

の
ほ
か
、住
職
ら
が
厚
岸
を
目
指
し
て
歩

ん
だ
果
て
し
な
い
道
の
り
を
感
じ
ら
れ
る

地
図
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る『
日
鑑
記
』や
、蠣
崎
波

響
の〈
夷
酋
列
像
〉の
一
点
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

〈
御
味
方
蝦
夷
之
図
　
イ
コ
ト
イ
〉（
函
館
市
中
央

図
書
館
蔵
、10
月
16
日
ま
で
展
示
）も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。国
泰
寺
の
2
0
0
年
に
及
ぶ
歩
み
を
、ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

景川弘道《腹這いになり絵を描く子ども》
制作年不詳、北網圏北見文化センター蔵

半谷学《さしがさばな　枯れた傘に再び花が生ずる　花降り》
2019年、撮影：山岸靖司

旭
川
美
術
館

函
館
美
術
館

本
郷
新
記
念
札
幌
彫
刻
美
術
館

札
幌
芸
術
の
森
美
術
館

札
幌
美
術
展

　昨
日
の
名
残 

明
日
の
気
配

2
0
2
3
年
1
月
28
日（
土
）〜
3
月
12
日（
日
）

 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
経
験
し
、
私
た
ち
は
新
た
な

「
日
常
」
を
取
り
入
れ
て
は
い
く
つ
か
を
元
に
戻

し
な
が
ら
、
日
々
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
変
化
の
た

だ
な
か
で
私
た
ち
は
今
ど
こ
に
い
て
、
ど
こ
へ
向

か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
―
―
本
展
で
は
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
あ
ら
た
め
て
問
題
が
露
わ
と

な
っ
た
自
然
と
人
と
の
関
係
、
そ
し
て
人
と
人
と

の
結
び
つ
き
を
テ
ー
マ
に
、
過
去
と
未
来
の
狭
間

で
お
ぼ
ろ
げ
な
輪
郭
を
も
つ
私
た
ち
の
現
在
地
を

探
り
ま
す
。
8
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、
か

つ
て
あ
っ
た
「
昨
日
の
名
残
」
と
、
こ
れ
か
ら
を

予
感
さ
せ
る
「
明
日
の
気
配
」
を
鋭
敏
に
感
じ
取

り
表
現
す
る
作
品
に
は
、
今
を
と
ら
え
明
日
に
向

か
う
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
出
品
作
家
】
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）
上
村
洋

一
、
北
川
陽
稔
、
熊
谷
文
秀
、
佐
竹
真
紀
、
進
藤

冬
華
、
中
島
洋
、
半
谷
学
、
渡
辺
行
夫

N
ew
 E
yes

　視
線
の
は
な
し

12
月
24
日（
土
）〜
2
0
2
3
年
4
月
16
日（
日
）

　「N
ew
 E
yes

（
ニ
ュ
ー
･
ア
イ
ズ
）」は
当
館
の

シ
リ
ー
ズ
展
で
す
。今
日
的
な
テ
ー
マ
を
ひ
と
つ
決
め
、

そ
れ
に
即
し
つ
つ
独
特
な
思
考
と
際
立
つ
表
現
の
美

術
家
を
数
名
ほ
ど
選
出
し
、こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の

で
す
。5
年
ぶ
り
4
回
目
と
な
る
今
回
は「
視
線
」

を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。触
れ
、重
な
り
、逸
ら
し
逸

ら
さ
れ
、他
者
へ
自
己
へ
と
複
雑
に
交
錯
す
る「
視

線
」。画
中
の
人
物
た
ち
が
交
わ
す
視
線
か
ら
は
ド

ラ
マ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。一
個
の
彫
像
が
発
す
る
視

線
か
ら
は
言
葉
さ
え
も
漏
れ
聞
こ
え
て
き
そ
う
で

す
。
世
界
的
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
て
疎
遠
と

な
っ
た
、視
線
の
届
く
範
囲
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

モ
ダ
ン
の
芸
術

1
0
0
年
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、日
本
、旭
川

 

12
月
17
日（
土
）〜
2
0
2
3
年
3
月
12
日（
日
）

　
今
か
ら
1
0
0
年
前
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

第
一
次
と
第
二
次
世
界
大
戦
―
二
つ
の
戦
争
の

間
の
時
期
、パ
リ
は
芸
術
の
都
と
し
て
人
々
を

惹
き
つ
け
、多
く
の
外
国
人
芸
術
家
が
暮
ら
し
、

モ
ン
マ
ル
ト
ル
や
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
集
っ
た
彼
ら
を
、

批
評
家
は「
エ
コ
ー
ル・ド・パ
リ（
パ
リ
派
）」と
呼

び
ま
し
た
。こ
の
時
期
、日
本
か
ら
も
多
く
の
画

家
が
渡
仏
し
て
い
ま
す
。日
本
で
は
大
正
か
ら

昭
和
初
期
に
あ
た
り
、洋
画
家
た
ち
は
フ
ラ
ン

ス
美
術
の
影
響
を
大
き
く
受
け
な
が
ら
、日
本

独
自
の
洋
画
を
模
索
し
、北
海
道
―
旭
川
で

詩
文
書
の
魅
力

　金
子
鷗
亭
と
中
野
北
溟

10
月
8
日（
土
）〜
12
月
4
日 

（
日
）

　
松
前
町
出
身
の
金
子
鷗
亭（
1
9
0
6
〜

2
0
0
1
）は
、現
代
書
の
父
と
称
さ
れ
る
比
田

井
天
来
の
も
と
で
古
典
の
書
を
学
び
、新
し
い
書

の
あ
り
方
を
追
究
し
ま
し
た
。近
現
代
文
学

を
題
材
に
漢
字
と
仮
名
を
調
和
さ
せ
た

「
近
代
詩
文
書
」を
提
唱
し
、戦
後
は
毎
日

書
道
展
に
新
部
門
と
し
て
設
立
す
る
な
ど
、

現
代
書
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
書
家
で
す
。

　
一
方
、
羽
幌
町
出
身
の
中
野
北
溟

（
1
9
2
3
〜
）は
、25
歳
の
頃
に
、東
京
で

活
躍
し
て
い
た
鷗
亭
に「
北
溟
」の
号
を
受

け
、そ
の
思
想
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、北
の

風
土
に
根
ざ
し
た
独
自
の
書
を
制
作
し
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、当
館
所
蔵
の
鷗
亭
作
品
と「
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
海
道
」の
連
携
館
の
羽
幌
町
中

央
公
民
館（
書
の
北
溟
記
念
室
）や
作
家
が
所
蔵

す
る
北
溟
作
品
あ
わ
せ
て
約
60
点
を
展
示
し
ま

す
。日
本
を
代
表
す
る
書
家
二
人
の
個
性
が
際

立
つ
作
品
に
よ
っ
て
、詩
文
書
の
魅
力
を
見
つ
め

直
し
ま
す
。

中野北溟《海　原子修詩》2005年、
羽幌町中央公民館（書の北溟記念室）蔵

マリー・ローランサン《婦人像》
1920年、北海道立近代美術館蔵

野澤桐子《Who is the joker ?》
2002年、油彩、キャンバス

ン
。本
展
は
、そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
改
め
て
考

え
る
契
機
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。出
品
は
、画
家

の
国
松
紗
智
子
、小
林
知
世
、野
澤
桐
子
、彫
刻

家
の
岩
永
啓
司
、佐
藤
一
明
で
す
。

《文翁和尚坐像》1808年、国泰寺蔵

う
ご
め

か
た
ち
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法人会員様のご紹介（法人会員番号順）
当会を支援いただいている企業・団体様です。

QRコードからホームページを閲覧できますのでご覧ください。

株式会社　北海道銀行 ホテル ライフォート札幌

☎011-521-5211㈹

中島公園と豊平川に囲ま
れた四季が薫るホテル。
やすらぎの空間をお届け
いたします。

株式会社三好商会

☎011-631-7111

札幌芸術の森美術館

☎011-591-0090

中西印刷株式会社

☎011-781-7501

社会医療法人　
康和会　　 札幌しらかば台病院

☎011-852-8866

都市総合開発株式会社

☎0144-78-2666

株式会社モロオ

☎011-618-2323

こぶし建設株式会社

☎0126-25-3377

日本ネイサンス株式会社 札幌支店

☎011-816-9705

株式会社　HBA

☎011-231-8301

交洋不動産株式会社

☎011-204-8311

株式会社　北海道新聞社

☎011-221-2111

あなたとつくる
北海道の未来

大丸　株式会社

☎011-818-2111㈹

ほくよう保険サービス株式会社

☎011-204-7451

HBC北海道放送

☎011-232-5800（総合
案内）

株式会社北星コーポレーション

☎011-232-5501

不動産賃貸業、
施設管理業務を営む

株式会社　北立

☎0126-22-3837

北海道ビルサービス株式会社

☎011-251-1277

東京美装グループの総合ビル
メンテナンス事業会社
北海道で金融機関の施設管理
を中心にトータルな視点から
建物を管理

札樽自動車運輸株式会社

☎011-231-5511

北海道に根ざして 74年、
トラック運送を営み、
地域の物流インフラを
支えております

株式会社北洋銀行

☎011-261-1317

【北洋銀行グループ経営理念】
お客さま本位を徹底し、多様
な課題の解決に取り組み、北
海道の明日（あす）をきりひ
らく 

岩橋印刷株式会社

☎011-669-2510

株式会社アミノアップ

☎011-889-2277

自然の恵みで
世界の人々を
笑顔にする

公益財団
法人　  似鳥文化財団

☎0134-31-1033

社会医療法人社団
三草会　　　　  クラーク病院

☎011-782-6160

【診療科目】整形外科・リハ
ビリテーション科・循環器
内科・消化器内科・泌尿器科・
リウマチ科・麻酔科

地域に根差したもの
づくりを通し、道内
の美術文化を記録し
伝達していく活動に
貢献。

企業のDX・GX の導入
支援を推進し、中小企
業の皆様に利益貢献致
します。



　　ムーラン・ルージュ 石塚　裕子　
　父を早く亡くし、母一人残し若い頃から離れていたので、
埋合わせに年に一度母と旅をしていた。最後の海外旅行は、
母が86歳の時、すでに認知症になっていたが、フランス行ツ
アーに強行参加した。ルーヴルでは観光客が大いに有り難
がっているのに、『モナ・リザ』なんて何処ででも見飽きている
わと、母はさっぱり興味を示さない。私は、貴族の身なのに
落馬や親の近親結婚などのせいで不幸な容姿となり、大衆酒
場に通い詰めたロ－トレックに惹かれていたが、フランス語が

できず心細いため、夜の自由行動に、地元旅行社のムーラ
ン・ルージュのツアーを申込んだ。十分観光化されてはいた
が、宝塚より遙かに洗練され華やかなレヴューの世界にすっ
かり魅了され、母は夢心地だった。帰りもツアーの運転手さん
が高齢の母を見て、わざわざ迂回しイルミネーションの美しい
エッフェル塔を周り、規則違反なのに、私たちの宿まで送って
くれた。ロートレックのポスターを見るたび、母との最後の旅
を思い出す。

　　「浮世絵」との出会い 髙橋　久美子　
　以前から美術館巡りを趣味としていましたが、あまり興味を
持てない分野に墨絵や浮世絵がありました。
　20年程前に、東京都渋谷区の陶磁器専門の美術館「戸栗
美術館」へ行くはずが、道に迷った結果「渋谷区立松濤美術
館」の前へ出てしまいました。
　方向オンチゆえの偶然でしたが、歌川広重、葛飾北斎の
「浮世絵展」が開催されていたので、ミーハーな私はその名前
にひかれて展示を鑑賞しました。
　教科書や図録での浮世絵は見ていましたが、本物の江戸
時代に刷られた作品を目の当たりにしていることに、鳥肌が立

つのを感じました。
　薄暗い照明の中で見る浮世絵は、江戸時代へタイムスリッ
プしたかのような錯覚を感じるのと同時に、細かく描かれた
美人画の背景や調度品からは、当時の暮らしが想像できるこ
とに驚きを感じました。
　また、その直後にタイミングよく札幌でも近代美術館で浮
世絵展が開催され、たっぷりと浮世絵の鑑賞ができました。
　それ以来、浮世絵の世界観（江戸時代の暮らし）への関心
が非常に強まり、現在カルチャー教室で「江戸学」を受講す
るに至っております。

　　道立近代美術館と私 渡部　睦子　
　私が初めて近代美術館を知ったのは学生時代、パースの課
題でした。
　パースとは建築中の新しい美術館の図面を示され、それを
基に建物の外観の完成図を描くというものです。
　初めて見るその図面は、特徴のある大きな三角の屋根やエン
トランス上のガラス貼りの張り出し部分などとても未来的で格
好よく、新時代の美術館という印象でした。
　ただ、それだけに私の拙い技術ではとても難しく四苦八苦、
特に屋根は何度描き直しても上手くいきません。

　結局、納得いかないまま課題は提出しましたが、当然ながら
評価はあまり良くありませんでした。
 後に完成した美術館を見に行きましたが、その大きさと美しさ
に驚き、自分の下手糞な完成予想図を申し訳なく思うと同時に
近代美術館は私にとって親しみを感じる建物になりました。
　その後幾度となく訪れましたが、年月を経て老朽化問題など
と聞くと我が身と重なり少し切ないような気持ちで大きな屋根
を見上げているのです。

新会員紹介新会員紹介ご入会ありがとうございます 2022年3月～7月・敬称略
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3月
札幌市 北　上　雅　能
〃 瀬　藤　真理子

4月
札幌市 石　塚　裕　子
〃 渡　部　睦　子
〃 木　下　治　美
〃 髙　道　良　枝
〃 柴　野　邦　子
〃 松　井　紀　子
〃 横　山　蘭　子
〃 小　松　真　紀
〃 柳　沼　光　子
〃 斉　藤　奈々子
〃 佐　藤　馨　子
〃 島　崎　佐智子
〃 安　田　洋　子
〃 久保内　秀　樹
〃 牧　内　勝　哉
〃 葛　西　ひとみ
〃 佐　藤　睦　子
〃 佐々木　亮　子
〃 畠　山　晃　子
〃 髙　橋　まり子
〃 髙　橋　一　裕

札幌市 安　岡　　　司
〃 佐々木　路　佳
〃 佐々木　有　美
〃 大　澤　純　子
帯広市 佐　藤　由　美
北広島市 若　林　直　樹
当別町 大　澤　俊　信

5月
札幌市 中　田　幹　雄
〃 渡　辺　さとみ
〃 竹　内　優美子
〃 山　田　志津代
〃 石　坂　大　樹
〃 石　坂　美千子
〃 佐　野　正　明
〃 佐　野　美惠子
〃 山　崎　博　夫
〃 中　澤　　　浩
〃 中　澤　ま　み
〃 今　　　千　草
〃 古　賀　貴　亮
〃 成　田　昌　子
〃 別　府　隆一郎
〃 佐　藤　良　子
〃 髙　橋　アンナ

札幌市 三　浦　雅　司
〃 大　柳　洋　子
〃 岡　崎　靖　英
〃 岡　崎　陽　子
〃 宮　本　　　巌
〃 中　鉢　陽　子
比布町 太　田　久美子

6月
札幌市 狹　間　宜　子
〃 坂　入　浩　子
〃 土　井　礼　奈
〃 山　田　和加子
〃 黒　田　　　洋
〃 坂　本　幸　子
〃 篠　塚　ゆかり
〃 風　無　隆　夫
〃 辻　倉　桂　子
〃 山　田　雅　宣
〃 古　澤　い　く
〃 佐　藤　　　徹
〃 加　畑　正　子
〃 中　尾　容　子
〃 桑　原　順　子
〃 山　本　文　恵
〃 浅　生　美津子

札幌市 風　無　佳　子
〃 坂　井　瑞　江
〃 小瀬川　京　子
〃 小　板　飛　人
〃 小　板　綾　美
〃 上　田　夕　子
〃 和久本　直　美
〃 加　茂　桂　子
〃 遠　藤　るみ子
〃 佐　藤　敬　子
〃 大　林　潔　司
〃 長谷部　幸　子
〃 武　田　　　静
〃 髙　橋　美由紀
恵庭市 久　光　　　原
小樽市 谷　　　幸　政
〃 谷　　　佳津子

7月
札幌市 赤　城　健　子
〃 佐　藤　曜　子
〃 髙　本　憲　司
〃 山　下　恵　子
〃 高　橋　英　里
〃 遠　藤　陶　子
〃 佐　藤　多恵子

芦別市 松　井　りおか
小樽市 貞　方　紀　子
帯広市 白川部　慶　太
美幌町 岡　久　　　実
〃 岡　久　満知子
紋別市 内　田　　　明
〃 内　田　登　子

＊法　人　会　員
5月
札幌市 教育互助センター

6月
札幌市 札樽自動車運輸

＊個　人　会　員

（アルテピアHP）



（表１）令和2年度 収支決算総括表（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）　 　（単位：円）

（表2）令和3年度 収支予算総括表（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで） （単位：円）

収　　　　入　　　　の　　　　部 支　　　　出　　　　の　　　　部

収　　　　入　　　　の　　　　部 支　　　　出　　　　の　　　　部

科　　　　目

科　　　　目 予算額 前年予算額 差　　異 備　　　　　考
区　分

合　　計 一般会計 売店会計

基本財産運用収入

特 別 収 入

会 費 収 入

事 業 収 入

寄付金収入

雑 収 入

特定資産取崩収入

他会計からの繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計（B） 

予算額（Ａ）

差異（Ａ－Ｂ）

基本財産運用収入

特 別 収 入

会 費 収 入

事 業 収 入

寄付金収入

雑 収 入

他会計からの繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収 入 合 計

事 業 収 入

雑 収 入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収 入 合 計

1,000 

0 

13,765,000 

1,820,000 

0 

100 

2,000,000 

17,586,100 

164,706 

17,750,806

28,000,000

240,100 

28,240,100 

3,321,522 

31,561,622 

49,312,428 

7,805,784 

7,161,784 

588,000 

0 

56,000 

7,482,456 

2,000,000 

17,288,240 

297,860 

462,566 

17,750,806 

27,413,561

2,000,000 

0 

29,413,561 

-1,173,461 

2,148,061 

31,561,622 

49,312,428 

6,398,940 

5,733,940 

609,000 

0 

56,000 

7,644,705 

0 

14,043,645 

975,455 

1,285,980 

15,329,625 

23,764,567

0 

2,000,000 

25,764,567 

-804,467 

2,861,441 

28,626,008 

43,955,633 

1,406,844 

1,427,844 

-21,000 

0 

0 

-162,249 

2,000,000 

3,244,595 

-677,595 

-823,414 

2,421,181 

3,648,994

2,000,000

-2,000,000

3,648,994 

-368,994 

-713,380 

2,935,614 

5,356,795 

1,000 

0 

13,018,000 

2,000,000 

0 

100 

0 

15,019,100 

310,525 

15,329,625

24,720,000

240,100 

24,960,100 

3,665,908 

28,626,008 

43,955,633 

0 

0 

747,000 

-180,000 

0 

0 

2,000,000 

2,567,000 

-145,819 

2,421,181

3,280,000

0

3,280,000 

-344,386

2,935,614 

5,356,795 

509 

34 

10,427,000 

17,328,673 

190,000 

3,055,835 

31,002,051 

2,703,045 

33,705,096 

43,073,083 

9,367,987 

509

11

12,798,000

1,645,500

0

44,045

0

4,000,000

18,488,065

310,525

18,798,590

15,329,625

-3,468,965

定期預金利息

　

法人、個人会員年会費

普通預金利息

商品売上収入

自動販売機手数料等

協力会賞贈呈経費

運営管理費

運営管理費

科　　　　目 予算額 前年予算額 差　　異 備　　　　　考

事業費支出

美術活動協力事業費支出

美術講座等開催事業費支出

美術館研修視察事業費支出

美術優秀創作活動等顕彰事業支出

管理費支出

特定資産取得支出

当期支出計

当期収支差額

次期繰越収支差額 

支 出 合 計

事業費支出

他会計への繰入金支出

特定資産取得支出

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

支 出 合 計

総 計

0

0

0

48,815,574

224,127

0

49,039,701

3,665,908

52,705,609

28,626,008

-24,079,601

科　　　　目 合　　計 一般会計 売店会計

事業費支出

管理費支出

特定資産取得支出

敷金・保証金支出

他会計への繰入金支出

当期支出合計

次期繰越収支差額

支出合計（Ｂ）

予算額（Ａ）

差異（Ａ－Ｂ）

53,852,902

7,536,758

2,000,011

0

4,000,000

67,389,671

4,114,528

71,504,199

43,955,633

-27,548,566

8,951,792

7,536,758

2,000,011

0

0

18,488,561

310,029

18,798,590

15,329,625

-3,468,965

44,901,110

4,000,000

48,901,110

3,804,499

52,705,609

28,626,008

-24,079,601

一

　
　
　
　般

　
　
　
　会

　
　
　
　計

売

店

会

計

総 計

　6月28日(火)、近代美術館講堂において定時総会が開催されました。

　冒頭、吉野会長から、「当協力会の活動もこの２年間にわたり、美術館の休館やコロナ対策で活動が制約される中で

十分ではないが、活動を進めてきました。この間、ボランティア活動員のご努力や会員の皆様のご支援のお陰で何とか

乗り切ることができました。心より感謝申し上げます。今後も、コロナは予断を許さない状況ですが、基本的にはこれま

での事業を中心に進め、更に充実させたいと考えています。

　特に、この２年間に大幅に減少した会員の問題ですが、会員確保・拡充はいろいろな意味で協力会の大変重要な柱で

あり、しっかりと取組みたい。」と挨拶がありました。

令和4年度　定時総会の報告

美術講座受講料、
つどい会費

Ｖ活動経費、会報、
会員観覧料等
美術講座受講料、
つどい等経費

仕入費、賃金、
施設賃借料等

新　体　制

議案審議の概要
議案第1号　令和３年度事業報告及び収支決算報告について
　原案どおり承認可決しました。
　事業実施状況については、新型コロナの影響により、事業の制約もありましたが、支出も抑えられ全体の収支は黒字となり
ました。
　収支決算については、(表１)のとおりです。

議案第２号　理事・監事の任期満了に伴う選任について
　役員の任期は２年で本総会をもって満了となることから、役員の選任を行い、原案どおり承認可決しました。
　新たな役員については、下表のとおりです。

報告第１号　令和４年度事業計画及び収支予算について
　事業計画及び収支予算について報告がありました。
　事業計画については、基本的に従来から実施している事業をベースに策定されましたが、今後のコロナの状況等も見極め、
十分、安全対策を取りながら事業を進める方針。
　収支予算については、(表２)のとおりです。

会　　長 吉野　次郎
副 会 長 吉田　洋一
 和田　壬三
 杉本　　亙
専務理事 三原　和廣

監　事 伊藤　文明
 安部　和彦

理　事 ＊池上　喜重子
 石井　孝久
 石黒　勇治
 小沢　正晴
 加藤　康夫

＊木村　寿賀子
 小砂　憲一
 鹿内　正一
 戸井　敏夫
 坪内　弘樹

 堀　　利幸
 安木　尚博
＊山本　亜紀子

＊ 新任者

（令和４年6月28日　現在）　理事（五十音順）
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　令和4年度ボランティア入部式が、4月1日（金）近美講堂において行われ、12名が協力会より委嘱状を受け取りま

した。

　昨年8月から始まった共通研修・各部専門研修は、設備修繕工事による近美の臨時休館などのため、研修日や研修

回数を変更して実施されましたが、8割以上の出席を果たしボランティア活動員になられました。

　新しい仲間となった皆さんの新鮮な感性と新風を期待しています。

ボランティア活動員入部式



（表１）令和2年度 収支決算総括表（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）　 　（単位：円）

（表2）令和3年度 収支予算総括表（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで） （単位：円）

収　　　　入　　　　の　　　　部 支　　　　出　　　　の　　　　部

収　　　　入　　　　の　　　　部 支　　　　出　　　　の　　　　部

科　　　　目

科　　　　目 予算額 前年予算額 差　　異 備　　　　　考
区　分

合　　計 一般会計 売店会計

基本財産運用収入

特 別 収 入

会 費 収 入

事 業 収 入

寄付金収入

雑 収 入

特定資産取崩収入

他会計からの繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計（B） 

予算額（Ａ）

差異（Ａ－Ｂ）

基本財産運用収入

特 別 収 入

会 費 収 入

事 業 収 入

寄付金収入

雑 収 入

他会計からの繰入金収入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収 入 合 計

事 業 収 入

雑 収 入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収 入 合 計

1,000 

0 

13,765,000 

1,820,000 

0 

100 

2,000,000 

17,586,100 

164,706 

17,750,806

28,000,000

240,100 

28,240,100 

3,321,522 

31,561,622 

49,312,428 

7,805,784 

7,161,784 

588,000 

0 

56,000 

7,482,456 

2,000,000 

17,288,240 

297,860 

462,566 

17,750,806 

27,413,561

2,000,000 

0 

29,413,561 

-1,173,461 

2,148,061 

31,561,622 

49,312,428 

6,398,940 

5,733,940 

609,000 

0 

56,000 

7,644,705 

0 

14,043,645 

975,455 

1,285,980 

15,329,625 

23,764,567

0 

2,000,000 

25,764,567 

-804,467 

2,861,441 

28,626,008 

43,955,633 

1,406,844 

1,427,844 

-21,000 

0 

0 

-162,249 

2,000,000 

3,244,595 

-677,595 

-823,414 

2,421,181 

3,648,994

2,000,000

-2,000,000

3,648,994 

-368,994 

-713,380 

2,935,614 

5,356,795 

1,000 

0 

13,018,000 

2,000,000 

0 

100 

0 

15,019,100 

310,525 

15,329,625

24,720,000

240,100 

24,960,100 

3,665,908 

28,626,008 

43,955,633 

0 

0 

747,000 

-180,000 

0 

0 

2,000,000 

2,567,000 

-145,819 

2,421,181

3,280,000

0

3,280,000 

-344,386

2,935,614 

5,356,795 

509 

34 

10,427,000 

17,328,673 

190,000 

3,055,835 

31,002,051 

2,703,045 

33,705,096 

43,073,083 

9,367,987 

509

11

12,798,000

1,645,500

0

44,045

0

4,000,000

18,488,065

310,525

18,798,590

15,329,625

-3,468,965

定期預金利息

　

法人、個人会員年会費

普通預金利息

商品売上収入

自動販売機手数料等

協力会賞贈呈経費

運営管理費

運営管理費

科　　　　目 予算額 前年予算額 差　　異 備　　　　　考

事業費支出

美術活動協力事業費支出

美術講座等開催事業費支出

美術館研修視察事業費支出

美術優秀創作活動等顕彰事業支出

管理費支出

特定資産取得支出

当期支出計

当期収支差額

次期繰越収支差額 

支 出 合 計

事業費支出

他会計への繰入金支出

特定資産取得支出

当期支出合計

当期収支差額

次期繰越収支差額

支 出 合 計

総 計

0

0

0

48,815,574

224,127

0

49,039,701

3,665,908

52,705,609

28,626,008

-24,079,601

科　　　　目 合　　計 一般会計 売店会計

事業費支出

管理費支出

特定資産取得支出

敷金・保証金支出

他会計への繰入金支出

当期支出合計

次期繰越収支差額

支出合計（Ｂ）

予算額（Ａ）

差異（Ａ－Ｂ）

53,852,902

7,536,758

2,000,011

0

4,000,000

67,389,671

4,114,528

71,504,199

43,955,633

-27,548,566

8,951,792

7,536,758

2,000,011

0

0

18,488,561

310,029

18,798,590

15,329,625

-3,468,965

44,901,110

4,000,000

48,901,110

3,804,499

52,705,609

28,626,008

-24,079,601

一

　
　
　
　般

　
　
　
　会

　
　
　
　計

売

店

会

計

総 計

　6月28日(火)、近代美術館講堂において定時総会が開催されました。

　冒頭、吉野会長から、「当協力会の活動もこの２年間にわたり、美術館の休館やコロナ対策で活動が制約される中で

十分ではないが、活動を進めてきました。この間、ボランティア活動員のご努力や会員の皆様のご支援のお陰で何とか

乗り切ることができました。心より感謝申し上げます。今後も、コロナは予断を許さない状況ですが、基本的にはこれま

での事業を中心に進め、更に充実させたいと考えています。

　特に、この２年間に大幅に減少した会員の問題ですが、会員確保・拡充はいろいろな意味で協力会の大変重要な柱で

あり、しっかりと取組みたい。」と挨拶がありました。

令和4年度　定時総会の報告

美術講座受講料、
つどい会費

Ｖ活動経費、会報、
会員観覧料等
美術講座受講料、
つどい等経費

仕入費、賃金、
施設賃借料等

新　体　制

議案審議の概要
議案第1号　令和３年度事業報告及び収支決算報告について
　原案どおり承認可決しました。
　事業実施状況については、新型コロナの影響により、事業の制約もありましたが、支出も抑えられ全体の収支は黒字となり
ました。
　収支決算については、(表１)のとおりです。

議案第２号　理事・監事の任期満了に伴う選任について
　役員の任期は２年で本総会をもって満了となることから、役員の選任を行い、原案どおり承認可決しました。
　新たな役員については、下表のとおりです。

報告第１号　令和４年度事業計画及び収支予算について
　事業計画及び収支予算について報告がありました。
　事業計画については、基本的に従来から実施している事業をベースに策定されましたが、今後のコロナの状況等も見極め、
十分、安全対策を取りながら事業を進める方針。
　収支予算については、(表２)のとおりです。

会　　長 吉野　次郎
副 会 長 吉田　洋一
 和田　壬三
 杉本　　亙
専務理事 三原　和廣

監　事 伊藤　文明
 安部　和彦

理　事 ＊池上　喜重子
 石井　孝久
 石黒　勇治
 小沢　正晴
 加藤　康夫

＊木村　寿賀子
 小砂　憲一
 鹿内　正一
 戸井　敏夫
 坪内　弘樹

 堀　　利幸
 安木　尚博
＊山本　亜紀子

＊ 新任者

（令和４年6月28日　現在）　理事（五十音順）
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　令和4年度ボランティア入部式が、4月1日（金）近美講堂において行われ、12名が協力会より委嘱状を受け取りま

した。

　昨年8月から始まった共通研修・各部専門研修は、設備修繕工事による近美の臨時休館などのため、研修日や研修

回数を変更して実施されましたが、8割以上の出席を果たしボランティア活動員になられました。

　新しい仲間となった皆さんの新鮮な感性と新風を期待しています。

ボランティア活動員入部式

収 入 の 部 支 出 の 部

科　　　　目 合　　計 一般会計 売店会計 科　　　　目 合　　計 一般会計 売店会計

基本財産運用収入 102 102 0 事業費支出 16,923,539 4,712,377 12,211,162

特 別 収 入 34 34 0 管理費支出 6,976,125 6,976,125

会 費 収 入 9,156,000 9,156,000 0

事 業 収 入 11,897,194 121,500 11,775,694

寄 付金収入 0 他会計への繰入金支出 3,000,000 0 3,000,000

雑　 収　 入 2,639,957 30,011 2,609,946

特定資産取崩収入 0 特定資産取得支出 34 34

他会計からの繰入金収入 3,000,000 3,000,000 0

当期収入合計 26,693,287 12,307,647 14,385,640 当期支出合計 26,899,698 11,688,536 15,211,162

前期繰越収支差額 3,343,083 -227,817 3,570,900 次期繰越収支差額 3,136,672 391,294 2,745,378

収入合計(B) 30,036,370 12,079,830 17,956,540 支出合計(B) 30,036,370 12,079,830 17,956,540

予算額（A） 36,855,800 11,495,291 25,360,509 予算額（Ａ） 36,855,800 11,495,291 25,360,509

差異（Ａ－Ｂ） 6,819,430 -584,539 7,403,969 差異（Ａ－Ｂ） 6,819,430 -584,539 7,403,969

令和3年度 収支決算総括表（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで） （単位:円）

令和4年度 収支予算総括表（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで） （単位:円）

区　分
収 入 の 部 支 出 の 部

科　　　　目 予算額 前年予算額 差　　異 備　　　　　考 科　　　　目 予算額 前年予算額 差　　異 備　　　　　考

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
会
　
　
　
　
計

基本財産運用収入 500 1,000 -500 定期預金利息 事 業 費 支 出 8,639,284 7,514,084 1,125,200 　

特 別 収 入 30 30 0 　 美術活動協力
事業費支出 8,260,584 7,166,084 1,094,500 各部活動経費、会報、会員観覧料等

会 費 収 入 10,647,000 11,435,000 -788,000 個人、法人会員年会費 美術講座等開催
事業費支出 275,500 292,000 -16,500 美術講座等経費

事 業 収 入 720,000 720,000 0 美術講座受講料

寄付金収入 0 0 0 　 美術館研修視察
事業費支出 67,200 0 67,200 　

雑　 収　 入 100 100 0 普通預金利息 美術優秀創作活動
等顕彰事業費支出 36,000 56,000 -20,000 協力会賞贈呈経費

他会計からの繰入金収入 0 0 管 理 費 支 出 5,377,704 7,334,885 -1,957,181 運営管理費

特定資産取得支出 30 30 0 

当期収入合計 11,367,630 12,156,130 -788,500 　 　

前期繰越収支差額 32,972 -660,839 693,811 　 当期支出合計 14,017,018 14,848,999 -831,981 　

　 当期収支差額 -2,649,418 -2,692,899 43,481 

次期繰越収支差額 -2,616,446 -3,353,738 737,292 

収 入 合 計 11,400,602 11,495,291 -94,689 支 出 合 計 11,400,602 11,495,291 -94,689 　

売
　
　
店
　
　
会
　
　
計

事 業 収 入 33,435,000 20,550,000 12,885,000 商品売上収入 事 業 費 支 出 32,966,556 21,129,701 11,836,855 仕入費、賃金、施設賃借料等

雑　 収　 入 180,050 180,100 -50 自動販売機手数料等 他会計への繰入金支出 0 0

当期収入合計 33,615,050 20,730,100 12,884,950 特定資産取得支出 0 0 0

当期支出合計 32,966,556 21,129,701 11,836,855 

当期収支差額 648,494 -399,601 1,048,095 

前期繰越収支差額 2,173,384 4,630,409 -2,457,025 次期繰越収支差額 2,821,878 4,230,808 -1,408,930 

収 入 合 計 35,788,434 25,360,509 10,427,925 支 出 合 計 35,788,434 25,360,509 10,427,925 

総　　　　　　　計 47,189,036 36,855,800 10,333,236 総 計 47,189,036 36,855,800 10,333,236 

（表1）

（表2）
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　今年度のボランティア
活動員7部合同説明会・
各部ガイダンスは7月
21日（木）～22日（金）
に近代美術館講堂に於
いて感染防止対策をは
かりながら実施されまし
た。
　説明会では7部部長
がそれぞれの活動をあらまし紹介した後、参加者は希望する各
ブースに移動し、現役ボランテイアから具体的な活動内容の

説明を受け、不明な点へ
の質問などをしていまし
た。熱心に耳を傾けてい
た多くの参加者が、来春
ボランティア活動員とし
て、活躍されることを期
待しています。

■今回初めて編集作業に参加させていただき、綿密な計画と細かい気配りの積み重ねの上に「アルテピア」の発行があることを
知りました。今回は右往左往しているうちに終了しましたが、次号からは戦力になれるよう頑張りたいと思います。　　　（T）

Artepia News

佐野果帆子《アトリエと通路》

令和4年度 春 屋外彫刻清掃
2022年6月8日（水）

第76回全道展

　肌寒い日が続き心配されていた
天候も回復したこの日、恒例の
野外彫刻清掃が行われました。
昨年はコロナの影響で十分な清
掃が出来ませんでしたが、今回は
ボランティア 19 名と学芸員 6 名
が参加して久しぶりの清掃に汗を
流しました。
　学芸員から彫刻の修復やメン

テナンスについての説明を聞いた後グループに分かれて近美 5 点、知
事公館 3 点の作品をスポンジや雑巾、高いところは脚立を使って丁
寧に汚れを落としていきま
した。
　埃やくすみが取り除かれ
輝きを取り戻した彫刻が
緑に映えて美しく、訪れ
る多くの方々をお迎えして
います。

　第76回全道展（全道美術協会、北海道新聞社主催）が6月15日（水）から26日（日）まで
札幌市民ギャラリーで開かれました。コロナ禍の中で3年ぶりとなった公募展のうち、北海道
美術館協力会賞は札幌市の佐野果帆子さん（23歳）の油彩「アトリエと通路」が、最高賞の全
道美術協会賞とダブル受賞し、当協力会の杉本亙副会長から賞状と賞金が授与されました。

令和４年度ボランティア活動員
7部合同説明会・各部ガイダンス

ファン（扇子型うちわ）
全5色
各880円

ポップアートカード
（ムンク）
1,100円

西田香代子の縄文手ぬぐい
全4色
1,430～1,980円

アルテピアオリジナルコーヒー
5Pセット 670円
1P  120円


